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序

論 
親

鸞

は

自

己

内

省

の

言

葉

で

自

身

を

煩

悩

が

多

い

凡

夫

で

あ

る

と

述

べ

る

。

し

か

し

、
『

無

量

寿

経

』

の

「

往

覲

偈

」

な

ど

で

は

「

憍

慢
ト

弊
ト

懈

怠
ト

ハ 

難
シ

三

以
テ

信
コ

ト

二

此
ノ

法
ヲ

一

」
一

と

、

は

っ

き

り

驕

慢

弊

懈

怠

の

人

は

こ

の

教

え

を

信

じ

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

否

定

的

に

書

か

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

親

鸞

の

「

正

信

偈

」

で

も

「

彌

陀

佛
ノ

本

願

念

佛
ハ 

邪

見

・

驕

慢

悪

衆

生 

信

樂

受

持
ス

ル

コ

ト

甚
ダ

以
テ

難
シ 

難
ノ

中

之

難

无
シ

レ

過
タ

ル

ハ

レ

斯
ニ

」
二

と

繰

り

返

し

邪

見

驕

慢

の

悪

衆

生

に

対

し

て

否

定

的

に

述

べ

て

い

る

。
「

正

信

偈

」

の

こ

の

部

分

の

訳

に

つ

い

て

従

来

か

ら

二

つ

の

解

釈

が

あ

る

。 

一

つ

目

は

、

邪

見

驕

慢

の

煩

悩

を

自

力

の

行

者

が

起

こ

す

心

と

し

て

解

釈

し

、

そ

の

よ

う

な

人

は

信

心

を

得

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

解

釈

す

る

方

法

で

あ

る

。

渡

邉

顯

正

の

『

正

信

念

仏

偈

講

述

』

に

よ

る

と 

自

ら

顧

み

て

悪

機

で

あ

る

こ

と

を

信

ぜ

ず

、

仰

い

で

法

の

尊

高

な

る

こ

と

を

信

ぜ

ざ

る

自

力

に

執

着

す

る

衆

生

は

、

弥

陀

仏

の

本

願

を

信

ず

る

こ

と

甚

だ

以

っ

て

難

く

、

難

の

中

の

難

、

こ

れ

に

過

ぎ

た

る

は

な

し

。
三 

と

述

べ

ら

れ

る

。

ま

た

、

村

上

速

水

の

『

正

信

念

仏

偈

讃

述

』

で

は 

難

の

難

た

る

所

以

は

本

願

を

疑

惑

す

る

自

力

心

に

あ

る

こ

と

が

示

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

自

力

疑

心

と

他

力

信

心

と

は

両

立

し

得

な

い

も

の

で

あ

り

、

自

力

の

心

で

も

っ

て

本

願

を

信

楽

す

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

と

い

う

意

を

、

極

難

信

、

世

間

甚

難

信

、

難

中

の

難

と

表

現

さ

れ

た

の

で

あ

る

。
四 

と

邪

見

驕

慢

は

自

力

の

行

者

を

戒

め

る

と

い

う

解

釈

が

さ

れ

て

い

る

。 

二

つ

目

は

、

邪

見

驕

慢

を

親

鸞

自

身

の

こ

と

で

あ

る

と

解

釈

し

、

親

鸞

の

自

己

内

省

と

す

る

訳

で

あ

る

。

古

田

和

弘

の

『

正

信

偈
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入

門

』

に

よ

る

と 

衆

生

に

は

、
「

邪

見

」

が

あ

り

、
「

憍

慢

」

の

心

が

常

に

は

た

ら

い

て

い

ま

す

。
（

中

略

）

す

な

わ

ち

衆

生

は

、

邪

見

に

と

ら

わ

れ

、

自

分

を

思

い

高

め

て

、

阿

弥

陀

仏

が

願

わ

れ

て

い

る

願

い

に

背

を

向

け

て

い

る

の

で

す

。

罪

悪

深

重

の

凡

夫

な

の

で

す

。

五 

と

こ

の

よ

う

に

親

鸞

の

自

己

内

省

と

し

て

邪

見

驕

慢

を

理

解

す

る

。

ま

た

、

暁

烏

敏

の

『

正

信

偈

の

講

話

』

も

同

じ

よ

う

に

「

邪

見

驕

慢

の

悪

衆

生

は

信

楽

を

受

持

す

る

こ

と

が

甚

だ

む

ず

か

し

い

。

そ

れ

は

、

親

鸞

聖

人

自

身

の

こ

と

を

お

っ

し

ゃ

る

の

で

す

。
」
六

と

述

べ

ら

れ

る

。

ま

た

、

仲

野

良

俊

の

『

正

信

偈

念

仏

偈

講

義

Ⅰ

』

で

も 

親

鸞

聖

人

は

念

仏

を

通

し

て

、

わ

が

身

が

邪

見

で

あ

り

驕

慢

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

を

知

ら

れ

た

の

で

は

な

い

で

す

か

。

そ

れ

が

信

楽

な

の

で

す

。

自

分

を

知

ら

れ

た

の

で

す

。
七 

と

邪

見

驕

慢

の

人

は

自

分

自

身

の

こ

と

で

あ

る

と

親

鸞

の

自

己

内

省

の

言

葉

と

し

て

理

解

し

て

い

る

。 

本

論

文

で

は

、
「

彌

陀

佛

本

願

念

佛 

邪

見

驕

慢

悪

衆

生 

信

樂

受

持

甚

以

難 

難

中

之

難

无

過

斯

」

が

自

力

行

者

に

対

し

て

の

戒

め

の

言

葉

な

の

か

親

鸞

の

自

己

内

省

の

言

葉

で

あ

る

の

か

を

検

討

し

、

何

を

自

己

内

省

し

て

い

た

の

か

を

考

察

す

る

。

第

一

章

で

は

邪

見

驕

慢

に

つ

い

て

考

察

し

、

第

二

章

で

は

「

難

信

」

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

そ

の

結

果

、

ど

ち

ら

が

正

し

い

の

か

検

討

し

、

自

己

内

省

と

捉

え

る

場

合

親

鸞

が

何

を

内

省

し

て

い

る

の

か

を

明

ら

か

に

す

る

。 
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本

論 第

一

章 
邪

見

驕

慢 

ま

ず

、
「

邪

見

驕

慢

悪

衆

生

」

を

考

え

る

。

こ

の

表

現

の

由

来

は

、
『

如

来

会

』

の

「

懈

怠

・

邪

見

・

下

劣
ノ

人 

不
レ

信
ゼ

ニ

如

来

ノ

斯
ノ

正

法
ヲ

一

」
八

の

「

邪

見

」

と

、
『

無

量

寿

経

』
「

往

覲

偈

」

の

「

憍

慢
ト

弊
ト

懈

怠
ト

ハ 

難
シ

三

以
テ

信
コ

ト

二

此
ノ

法
ヲ

一

」
一

の

「

驕

慢

」

が

由

来

で

あ

る

。
『

愚

禿

鈔

』

で

は

、
「

言
フ

二

悪

見

人

等
ト

一

者

憍

慢･

懈

怠･

邪

見･

疑

心

之

人

也

」
九

と

邪

見

・

驕

慢

・

疑

心

を

合

わ

せ

て

悪

衆

生

と

考

え

て

い

た

と

思

わ

れ

る

文

が

あ

る

。

ま

た

、
「

正

信

偈

」

の

文

脈

を

確

認

す

る

と

「

邪

見

驕

慢

」

の

表

現

の

前

で

は

「

貪

愛

・

瞋

憎

之

雲

霧 

常
ニ

覆
ヘ

リ

二

眞

實

信

心
ノ

天
ニ

一

」
一

〇

と

貪

る

こ

と

・

愛

着

す

る

こ

と

・

瞋

る

こ

と

・

憎

む

こ

と

、

と

い

う

こ

れ

ら

の

煩

悩

が

真

実

の

天

を

覆

っ

て

い

る

と

述

べ

る

。

そ

の

後

、
「

譬
バ

如
シ

下

日

光
ノ

覆
ハ

ル

レ

ド

モ

二

雲

霧
ニ

一 

雲

霧

之

下

明
ニ

シ

テ

無
キ

ガ

上

レ

闇

」
一

一

と

述

べ

、

そ

れ

ら

の

煩

悩

が

天

を

覆

っ

て

い

よ

う

と

も

そ

の

下

は

闇

が

な

い

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

、
「

貪

愛

瞋

憎

」

と

い

う

の

は

信

心

を

得

た

あ

と

で

も

残

り

続

け

る

煩

悩

と

理

解

で

き

る

。

そ

の

後

、
「

邪

見

憍

慢

悪

衆

生 

信

楽

受

持

甚

以

難

」

と

述

べ

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、
「

邪

見

憍

慢

悪

衆

生

」

は

化

土

に

往

生

す

る

人

の

こ

と

を

指

す

と

文

脈

上

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、
「

貪

愛

瞋

憎

」

は

往

生

の

妨

げ

に

な

ら

な

い

が

「

邪

見

憍

慢

」

は

往

生

の

妨

げ

に

な

る

と

い

う

考

え

方

か

ら

、

親

鸞

に

と

っ

て

「

邪

見

憍

慢

」

に

は

他

と

は

違

う

特

別

な

意

味

が

あ

っ

た

よ

う

に

感

じ

ら

れ

る

。 

 

第

一

節 

親

鸞

に

お

け

る

疑

い

と

は 
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次

に

、
「

邪

見

驕

慢

悪

衆

生

」

が

何

を

指

す

の

か

明

確

に

す

る

た

め

に

、

疑

い

に

つ

い

て

親

鸞

が

ど

の

よ

う

に

考

え

位

置

づ

け

て

い

た

の

か

難

思

往

生

か

ら

確

認

す

る

。

難

思

往

生

と

は

、

第

二

十

願

に

よ

る

往

生

と

位

置

づ

け

ら

れ

『

阿

弥

陀

経

』

の

顕

の

部

分

つ

ま

り

、

仮

に

述

べ

ら

れ

た

方

便

の

教

え

で

あ

る

。

同

様

に

第

十

九

願

も

、
『

観

無

量

寿

経

』

の

方

便

の

教

え

に

よ

る

往

生

で

、

双

樹

林

下

往

生

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

第

二

十

願

に

つ

い

て

「

化

巻

」

で

は 

夫
レ

濁

世
ノ

道

俗

、

應
シ

下

速
ヤ

カ

ニ

入
テ

二

圓

修

至

徳
ノ

眞

門
ニ

一

、

願
フ

中

難

思

往

生
ヲ

上

。

就
テ

二

眞

門

之

方

便
ニ

一

、

有
リ

二

善

本

一

有
リ

二

徳

本
一

。

復

有
リ

二

定

専

心
一

、

復

有
リ

二

散

専

心
一

、

復

有
リ

二

定

散

雑

心
一

。
一

二 

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

こ

こ

で

は

方

便

の

行

と

し

て

善

本

・

徳

本

が

挙

げ

ら

れ

そ

の

心

と

し

て

定

専

心

・

散

専

心

・

定

散

雑

心

が

述

べ

ら

れ

る

。

徳

本

は

阿

弥

陀

仏

の

名

号

で

、

善

本

は

念

仏

以

外

の

行

で

徳

を

積

む

こ

と

で

あ

る

。

心

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

定

専

心

・

散

専

心

に

つ

い

て

親

鸞

は

、
「

定

散

之

専

心

者

、

以
テ

下

信
ズ

ル

二

罪

福
ヲ

一

心
ヲ

上

願
二

求
ス

本

願

力
ヲ

一

、

是
ヲ

名
ル

二

自

力

之

専

心
ト

一

也

。
」
一

三

と

定

専

心

・

散

専

心

は

罪

福

を

信

じ

る

こ

と

で

あ

り

、

そ

れ

を

自

力

の

専

心

と

名

付

け

る

と

述

べ

ら

れ

る

。

罪

福

心

は

『

無

量

寿

経

』

の

「

胎

化

得

失

の

文

」

で 

若
シ

有
テ

二

衆

生
一

、

以
テ

二

疑

惑
ノ

心
ヲ

一

修
シ

テ

二

諸
ノ

功

徳
ヲ

一

願
ゼ

ム

レ

生
ゼ

ム

ト

二

彼
ノ

国
ニ

一

。

不
シ

テ

レ

了
ラ

二

仏

智･

不

思

議

智･

不

可

称

智･

大

乗

広

智･

無

等

無

倫

最

上

勝

智
ヲ

一

、

於
テ

二

此
ノ

諸

智
ニ

一

疑

惑
シ

テ

不
レ

信
ゼ

。

然
ニ

猶

信
ジ

二

罪

福
ヲ

一

修
二

習
シ

テ

善

本
ヲ

一

、

願
ズ

レ

生
ゼ

ム

ト

二

其
ノ

国
ニ

一

。

此
ノ

諸
ノ

衆

生

、

生
ジ

テ

二

彼
ノ

宮

殿
ニ

一

寿

五

百

歳

、

常
ニ

不
レ

見
タ

テ

マ

ツ

ラ

レ

仏

ヲ

、

不
レ

聞
カ

二

経

法
ヲ

一

、

不
レ

見
二

菩

薩･

声

聞
ノ

聖

衆
ヲ

一

。

是
ノ

故
ニ

於
テ

二

彼
ノ

国

土
ニ

一

謂
フ

二

之
ヲ

胎

生
ト

一

。
一

四 

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

親

鸞

は

こ

の

部

分

の

「

罪

福

を

信

じ

て

、

善

本

を

修

習

」

と

い

う

部

分

に

注

目

し

、

第

二

十

願

の

証

文

で

引
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用

し

て

い

る

。

こ

の

罪

福

心

と

い

う

こ

と

に

注

目

し

て

い

る

証

拠

と

し

て

、
『

正

像

末

和

讃

』

で

以

下

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

不

了

佛

智

の

し

る

し

に

は 

如

来

の

諸

智

を

疑

惑

し

て 
罪

福

信

じ

善

本

を 

た

の

め

ば

邊

地

に

と

ま

る

な

り
一

五 

 

佛

智

の

不

思

議

を

う

た

が

い

て 

自

力

の

稱

念

こ

の

む

ゆ

へ 

邊

地

懈

慢

に

と

ゞ

ま

り

て 

佛

恩

報

ず

る

こ

ゝ

ろ

な

し
一

六 

 

罪

福

信

ず

る

行

者

は 

佛

智

の

不

思

議

を

う

た

が

い

て 

 
 

疑

城

胎

宮

に

と

ゞ

ま

れ

ば 

三

寶

に

は

な

れ

た

て

ま

つ

る
一

七 

こ

こ

で

は

繰

り

返

し

罪

福

心

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

、
「

不

了

仏

智

の

し

る

し

」
「

佛

智

の

不

思

議

を

う

た

が

い

て

」

と

罪

福

心

が

仏

智

を

疑

惑

す

る

具

体

的

な

姿

と

し

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

以

上

の

こ

と

か

ら

、

親

鸞

は

罪

福

心

と

い

う

こ

と

を

具

体

的

な

「

疑

う

」

人

の

姿

で

あ

る

と

捉

え

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

罪

福

心

に

つ

い

て

『

浄

土

真

宗

辞

典

』

で

は

、
「

罪

と

は

苦

果

を

招

く

悪

業

、

福

と

は

楽

果

を

招

く

善

業

の

こ

と

で

、

善

因

善

果

、

悪

因

苦

果

の

道

理

を

信

じ

る

こ

と

を

い

う

。
」
一

八

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

な

ぜ

罪

福

心

が

疑

い

に

つ

な

が

っ

て

い

る

の

か

こ

れ

に

つ

い

て

以

下

の

和

讃

で

は

、
「

罪

福

ふ

か

く

信

じ

つ

ゝ 

善

本

修

習

す

る

ひ

と

は 
疑

心

の

善

人

な

る

ゆ

え

に 

方

便

化

土

に

と

ま

る

な

り

」

一

九

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

こ

こ

で

は

「

罪

福

ふ

か

く

信

じ

つ

つ 

善

本

修

習

す

る

ひ

と

」

を

「

疑

心

の

善

人

」

と

述

べ

て

い

る

。
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つ

ま

り

、

罪

福

心

を

持

つ

人

は

努

力

で

善

人

に

な

れ

る

と

信

じ

て

自

己

内

省

が

な

い

ゆ

え

に

、

仏

智

疑

惑

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

し

て

、
「

真

門

釈

」

の

最

後

で

は 
凡
ソ

大

小

聖

人･

一

切

善

人

、

以
テ

二

本

願
ノ

嘉

号
ヲ

一

為
ス

ル

ガ

二

己
ガ

善

根
ト

一

故
ニ

不
レ

能
ハ

レ

生
コ

ト

レ

信
ヲ

、

不
レ

了
ラ

二

佛

智
ヲ

一

。

不
ル

レ

能
ハ

四

了
三

知
ス

ル

コ

ト

建
二

立
セ

ル

コ

ト

ヲ

彼
ノ

因
ヲ

一

故
ニ

无
キ

レ

入
コ

ト

二

報

土
ニ

一

也

。
二

〇 

と

述

べ

る

。

こ

こ

で

も

「

大

小

聖

人

・

一

切

善

人

」

と

善

人

の

人

は

「

己

が

善

根

」

と

す

る

た

め

「

信

を

生

ず

る

こ

と

能

わ

ず

」

と

は

っ

き

り

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

以

上

、

真

門

釈

の

難

思

往

生

か

ら

親

鸞

に

と

っ

て

「

疑

う

」

と

い

う

こ

と

を

考

え

た

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

親

鸞

に

と

っ

て

の

疑

い

と

は

、

罪

福

を

信

じ

る

こ

と

や

自

ら

の

善

根

と

し

て

行

を

行

い

善

人

に

な

れ

る

と

信

じ

る

こ

と

だ

と

い

え

る

。 

 

第

二

節 

先

行

研

究 

次

に

、
「

邪

見

驕

慢

」

を

考

え

て

い

く

た

め

に

煩

悩

に

つ

い

て

の

先

行

研

究

を

確

認

す

る

。

煩

悩

に

つ

い

て

邪

見

・

驕

慢

以

外

に

は

、

貪

欲

・

瞋

恚

・

愚

痴

・

疑

の

四

つ

が

あ

り

、

合

計

し

て

六

つ

の

煩

悩

が

あ

る

。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

、

金

子

大

榮

の

「

真

言

と

解

釈

（

１

６

）
」

で

は 

煩

悩

と

い

う

も

の

を

分

け

て

み

る

と

、

正

機

と

非

機

と

、

こ

う

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う

。

三

毒

の

煩

悩

は

、

本

願

の

正

機

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

衆

生

往

生

せ

ず

ば

、

我

も

正

覚

を

取

ら

な

い

と

い

わ

れ

た

そ

の

衆

生

と

い

う

の

は

、

要

す

る

に

貪

・

瞋

・

癡

を

離

れ

な

い

も

の

の

こ

と

で

あ

る

に

違

い

な

い

。

そ

れ

に

対

し

て

、

慢

・

疑

・

邪

見

と

い

う

も

の

は

、

こ

れ

は

器
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で

な

い

も

の

、

あ

る

い

は

そ

の

根

機

で

な

い

も

の

、

全

く

仏

法

に

背

い

て

お

る

も

の

で

あ

る

か

ら

し

て

、

こ

れ

は

器

で

な

い

。

あ

る

い

は

根

機

で

な

い

。
二

一 

と

述

べ

、

慢

・

疑

・

邪

見

の

人

は

根

機

で

な

い

人

、

貪

・

瞋

・

癡

の

人

を

根

機

の

人

と

区

別

し

て

理

解

し

て

い

る

。

こ

の

根

拠

と

し

て 

「

信

巻

」

に

お

き

ま

し

て

も

、

煩

悩

と

い

う

言

葉

は

、

し

ば

し

ば

で

て

き

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

い

ず

れ

の

場

合

に

も

煩

悩

と

い

う

の

は

貪

欲

・

瞋

欲

・

愚

癡

の

三

毒

の

煩

悩

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

に

対

し

て

、

慢

・

疑

・

見

、

の

三

つ

は

、

こ

れ

は

大

体

「

化

身

土

文

類

」

に

出

て

く

る

の

で

あ

り

ま

し

て

し

か

も

邪

見

僑

慢

の

衆

生

は

救

わ

れ

な

い

と

か

、

あ

る

い

は

仏

智

疑

惑

の

罪

が

深

い

と

か

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。
二

二 

と

「

信

巻

」

で

は

三

毒

の

煩

悩

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

る

が

、

慢

・

疑

・

見

の

三

つ

は

主

に

「

化

巻

」

で

述

べ

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

と

述

べ

ら

れ

る

。

ま

た

、

秦

治

人

の

「

難

信

に

お

け

る

罪

悪

の

問

題

」

で

も

同

じ

よ

う

に 

貪

・

愼

・

痴

と

い

う

三

毒

の

煩

悩

が

信

を

妨

げ

る

の

で

な

く

、

慢

・

疑

・

悪

見

と

い

う

人

間

的

分

別

心

が

信

を

妨

げ

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

自

力

の

心

そ

の

も

の

が

既

に

愼

倒

の

心

や

因

果

を

転

ず

る

こ

と

な

く

し

て

は

信

は

信

と

し

て

成

就

せ

ず

、

不

実

の

心

と

い

わ

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。
二

三 

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

、

特

に

驕

慢

に

つ

い

て 

特

に

驕

慢

こ

そ

が

如

来

の

仏

願

力

を

疑

い

、

そ

れ

に

呼

応

し

得

な

い

と

い

う

こ

と

の

大

き

な

障

げ

で

あ

る

。

そ

こ

に

ま

た

本

願

の

と

こ

ろ

に

衆

生

の

罪

を

見

出

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

罪

福

信

ず

る

心

が

そ

の

ま

ま

仏

智

疑

惑

と

な

っ

て

自
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障

障

他

の

信

心

に

お

け

る

難

を

も

た

ら

す

の

で

あ

る

。
二

四 
と

述

べ

、
「

善

悪

に

つ

い

て

知

り

得

る

と

い

う

驕

慢

こ

そ

、

自

力

に

身

を

置

く

こ

と

で

あ

り

、

そ

の

驕

慢

が

疑

惑

を

持

っ

て

本

願

を

妨

げ

る

と

こ

ろ

に

信

仰

の

躓

き

が

生

じ

る

。
」
二

五

と

驕

慢

を

特

に

自

力

の

行

者

が

起

こ

す

心

で

あ

る

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

 

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

三

毒

の

煩

悩

は

他

力

信

心

の

人

で

も

持

っ

て

い

る

往

生

の

妨

げ

と

な

ら

な

い

も

の

、

慢

・

疑

・

悪

見

は

親

鸞

に

と

っ

て

の

疑

い

で

あ

る

自

力

や

罪

福

心

を

起

こ

す

人

で

あ

る

と

、

分

け

て

考

え

て

い

る

と

い

え

る

。 

 

第

三

節 

邪

見

に

つ

い

て 

次

に

、

邪

見

と

は

何

か

を

見

て

い

く

。

邪

見

に

つ

い

て

例

え

ば

、

大

乗

経

典

の

『

涅

槃

経

』

で

は

、
「

一

切

悪

行

因

雖

無

量

。

若

説

邪

見

則

已

摂

尽

。
」
二

六

と

邪

見

は

す

べ

て

の

悪

行

に

含

ま

れ

る

も

の

で

あ

る

と

述

べ

る

。

そ

れ

で

は

実

際

に

、

親

鸞

が

ど

の

よ

う

に

自

著

で

述

べ

て

い

る

の

か

を

確

認

す

る

。

ま

ず

、

親

鸞

は

『

浄

土

和

讃

』

で

「

五

濁

悪

時

悪

世

界 

濁

悪

邪

見

の

衆

生

に

は 

弥

陀

の

名

号

あ

た

へ

て

ぞ 

恒

沙

の

諸

仏

す

ゝ

め

た

る

」
二

七

と

濁

悪

邪

見

の

衆

生

が

、

念

仏

に

あ

っ

て

い

な

い

人

と

し

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

次

に

『

親

鸞

聖

人

御

消

息

集

』

で

は

、 

 
 

こ

れ

に

つ

け

て

も

御

身

の

料

は

い

ま

定

ま

ら

せ

た

ま

ひ

た

り

。

念

仏

を

御

こ

ゝ

ろ

に

い

れ

て

つ

ね

に

ま

ふ

し

て

、

念

仏

そ

し

ら

ん

ひ

と

び

と

、

こ

の

世

・

の

ち

の

世

ま

で

の

こ

と

を

、

い

の

り

あ

は

せ

た

ま

ふ

べ

く

さ

ふ

ら

ふ

。
（

中

略

）

聖

人

の

二

十

五

日

の

御

念

仏

も

、

詮

ず

る

と

こ

ろ

は

、

か

や

う

の

邪

見

の

も

の

を

た

す

け

ん

料

に

こ

そ

、

ま

ふ

し

あ

は

せ

た

ま

へ

と

ま

ふ

す

こ

と

に

て

さ

ふ

ら

へ

ば

、

よ

く

よ

く

念

仏

そ

し

ら

ん

ひ

と

を

た

す

か

れ

と

お

ぼ

し

め

し

て

、

念

仏

し

あ

は

せ

た

ま

ふ

べ

く

さ

ふ

ら

ふ

。
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二

八 
と

「

か

や

う

の

邪

見

の

も

の

」

が

「

念

仏

そ

し

ら

ん

ひ

と

」

と

し

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

。
「

念

仏

そ

し

ら

ん

ひ

と

」

は

当

時

の

念

仏

弾

圧

な

ど

、

他

宗

派

の

批

判

す

る

人

で

あ

る

と

推

測

で

き

る

。

こ

れ

ら

の

表

現

か

ら

は

、

邪

見

が

自

力

の

行

者

や

念

仏

に

あ

っ

て

い

な

い

衆

生

に

対

し

て

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

次

に

、
『

尊

号

真

像

銘

文

』

で

は

「

煩

悩

具

足

の

衆

生

は

、

も

と

よ

り

真

実

の

心

な

し

、

清

浄

の

心

な

し

、

濁

悪

邪

見

の

ゆ

ゑ

な

り

。
」
二

九

と

あ

り

、

こ

こ

で

は

煩

悩

具

足

の

衆

生

が

、

濁

悪

邪

見

で

あ

る

た

め

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

言

葉

は

親

鸞

の

自

己

内

省

の

言

葉

で

「

煩

悩

具

足

の

衆

生

」

に

は

、

親

鸞

自

身

も

含

ま

れ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

先

行

研

究

の

通

り

邪

見

は

往

生

の

妨

げ

と

な

る

煩

悩

と

し

て

も

使

わ

れ

る

が

、

親

鸞

の

自

己

内

省

の

言

葉

と

し

て

も

使

わ

れ

る

、

広

い

意

味

が

あ

る

と

い

え

る

。 

 

第

四

節 

驕

慢

に

つ

い

て 

第

一

項 

驕

慢

を

自

力

行

者

と

捉

え

る

表

現 

次

に

、

驕

慢

を

親

鸞

が

ど

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

か

を

確

認

す

る

。

驕

慢

に

つ

い

て

は

、

邪

見

と

違

い

直

接

親

鸞

が

述

べ

る

部

分

は

二

箇

所

の

み

で

あ

る

。
『

愚

禿

鈔

』

の

「

言
二

悪

見

人

等
ト

一

者 
驕

慢

・

懈

怠

・

邪

見

・

疑

心

之

人

也

」
三

〇

の

部

分

と

『

教

行

信

証

』
「

行

巻

」

の

「

猶

如
シ

二

利

剣
ノ

一

、

能
ク

断
ツ

ガ

二

一

切

驕

慢
ノ

鎧
ヲ

一

故
ニ

。
」
三

一

と

述

べ

ら

れ

る

部

分

で

あ

る

。

ど

ち

ら

の

文

も

驕

慢

と

い

う

こ

と

に

対

し

て

特

に

否

定

的

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

次

に

、

親

鸞

が

引

用

す

る

文

の

な

か

で

述

べ

ら

れ

る

驕

慢

を

確
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認

す

る

。

ま

ず

、
『

教

行

証

文

類

』

の

「

化

巻

」

で

は

、

御

自

釈

で

善

導

の

「

無
シ

三

念
二

報
ス

ル

コ

ト

彼

仏

恩
ヲ

一

、

雖
レ

作
ス

ト

二

業

行

ヲ

一

心
二

生
ズ

二

輕

慢
ヲ

一

」
三

二

と

驕

慢

が

仏

恩

を

念

じ

な

い

業

行

を

な

す

人

に

起

こ

っ

て

い

る

部

分

を

引

用

し

て

い

る

。 
 

 
 

次

に

、
『

涅

槃

経

』

を

引

用

し

て

、 

善

男

子

、

有
リ

二

四
ノ

善

事
一

、

獲
二

得
セ

ム

悪

果
ヲ

一

。

何

等
ヲ

カ

為
ス

ル

レ

四
ト

。

一

者

為
ノ

二

勝

他
ノ

一

故
ニ

讀
二

誦
ス

經

典
ヲ

一

。

二

者

為
ノ

二

利

養
ノ

一

故
ニ

受
二

持
セ

ム

禁

戒
ヲ

一

。

三

者

為
ノ

二

他

屬
ノ

一

故
ニ

而

行
ゼ

ム

二

布

施
ヲ

一

。

四

者

為
ノ

二

非

想

非

非

想

處
ノ

一

故
ニ

繋

念

思

惟
セ

ム

。

是
ノ

四
ノ

善

事

得
ム

二

悪

果

報
ヲ

一

。

若
シ

人

修
二

習
セ

ム

如
ノ

レ

是

四

事
ヲ

一

、

是
ヲ

名
ク

二

没
シ

テ

没
シ

已
テ

還

テ

出
ヅ

、

出

已
テ

還
テ

没
ト

一

。

何
ガ

故
ゾ

名
ル

レ

没
ト

、

樂
フ

ガ

二

三

有
ヲ

一

故
ニ

。

何

故
ゾ

名
ク

ル

レ

出
ト

、

以
ノ

レ

見
ヲ

レ

明
ヲ

故
ニ

。

明

者

即

是

聞
ク

ナ

リ

二

戒･

施･

定
ヲ

一

。

何

以
ノ

故
ニ

還
テ

出

没
ス

ル

ヤ

、

増
二

長
シ

邪

見
ヲ

一

生
ズ

ル

ガ

二

憍

慢
ヲ

一

故
ニ

。

是
ノ

故
ニ

我

於
テ

二

經
ノ

中
ニ

一

説
カ

ク

レ

偈
ヲ

、 

若
シ

有
テ

二

衆

生
一

樂
デ

二

諸

有
ヲ

一

 
 

為
ニ

レ

有
ノ

造
二

作
ス

ル

善

悪
ノ

業
ヲ

一 

是
ノ

人
ハ

迷
二

失
ス

ル

ナ

リ

涅

槃

道
ヲ

一

 

三

三

 

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

こ

で

は

四

つ

の

善

事

、
「

読

誦

経

典

」
、
「

受

持

禁

戒

」
、
「

布

施

」
、
「

繫

念

思

惟

」

を

「

勝

他

」
「

利

養

」
「

他

屬

」

「

非

想

非

非

想

處

」

の

た

め

に

行

う

こ

と

で

「

得
ム

二

悪

果

報
ヲ

一

」

と

述

べ

ら

れ

る

。

そ

し

て

「

増
二

長
シ

邪

見
ヲ

一

生
ズ

ル

ガ

二

憍

慢

ヲ

一

故
ニ

」

と

邪

見

と

驕

慢

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

 

こ

れ

ら

の

引

用

文

か

ら

は

、

驕

慢

と

い

う

こ

と

が

自

力

行

者

に

対

し

て

使

わ

れ

る

言

葉

で

あ

る

と

理

解

で

き

る

。 
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第

二

項 

驕

慢

を

分

け

て

い

な

い

と

捉

え

ら

れ

る

表

現 
驕

慢

を

自

力

行

者

と

捉

え

る

表

現

を

確

認

し

た

が

、

ほ

と

ん

ど

の

文

が

引

用

文

で

あ

る

こ

と

や

三

毒

の

煩

悩

が

仏

教

の

根

本

的

な

煩

悩

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と

、

親

鸞

は

三

毒

の

煩

悩

と

慢

・

疑

・

邪

見

な

ど

の

煩

悩

を

明

確

に

分

け

て

い

た

と

言

え

な

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

こ

で

、

親

鸞

の

煩

悩

と

い

う

表

現

を

確

認

し

て

み

る

。

ま

ず

、
『

親

鸞

聖

人

眞

筆

消

息

』

で

は 

こ

の

ゆ

へ

に

、

よ

き

あ

し

き

人

を

き

ら

は

ず

、

煩

悩

の

こ

ゝ

ろ

を

え

ら

ば

ず

、

へ

だ

て

ず

し

て

、

往

生

は

か

な

ら

ず

す

る

な

り

と

し

る

べ

し

と

な

り

。
三

四 

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

こ

で

は

往

生

に

つ

い

て

「

煩

悩

の

こ

こ

ろ

を

え

ら

ば

ず

」

と

明

確

に

煩

悩

を

分

け

な

い

こ

と

が

述

べ

ら

れ

る

。

ま

た

、
『

唯

信

鈔

文

意

』

で

は

「｢

不

簡｣

は

え

ら

ば

ず

と

い

ふ

、

き

ら

は

ず

と

い

ふ

こ

ゝ

ろ

也

。
」
三

五

と

同

様

に

煩

悩

を

分

け

な

い

こ

と

が

述

べ

ら

れ

る

。

こ

う

い

っ

た

こ

と

を

述

べ

る

親

鸞

が

煩

悩

を

分

け

て

い

た

の

か

疑

問

が

残

る

。 

 

第

五

節 

小

結 

 

以

上

、

邪

見

と

驕

慢

の

表

現

を

確

認

し

た

。

邪

見

は

、

親

鸞

自

身

や

自

力

の

行

者

な

ど

広

い

意

味

で

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

驕

慢

に

つ

い

て

は

、

自

力

行

者

に

対

し

て

使

わ

れ

る

言

葉

で

あ

る

と

捉

え

ら

れ

る

表

現

を

確

認

し

た

。

ま

た

、

煩

悩

に

対

す

る

表

現

の

確

認

か

ら

親

鸞

は

、

煩

悩

を

特

に

細

か

く

分

け

て

使

用

し

て

い

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

表

現

も

確

認

し

た

。 
 

 
 

 
 

 

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

親

鸞

は

煩

悩

を

特

に

分

け

て

い

な

か

っ

た

と

私

は

考

え

る

。

た

だ

、

表

現

上

で

驕

慢

は

特

に

自

力

行

者

を

表

す

煩

悩

と

捉

え

て

い

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

よ

っ

て

「

邪

見

驕

慢

悪

衆

生

」

は

、

自

力

分

別

心

な

ど

を

表

す

も

の

だ

と

私

は
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考

え

る

。

こ

の

よ

う

に

考

え

る

と

「

正

信

偈

」

の

文

は

、

親

鸞

の

自

己

内

省

と

捉

え

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

こ

で

、

別

の

角

度

か

ら

「

難

信

」

と

い

う

こ

と

に

焦

点

を

当

て

て

、

親

鸞

の

自

己

内

省

と

捉

え

る

こ

と

が

可

能

か

考

え

る

。 

  

第

二

章 

「

難

信

」 

第

一

節 

「

難

信

」

に

つ

い

て 

第

二

章

で

は

、
「

難

信

」

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

な

ぜ

「

難

信

」

を

考

察

す

る

の

か

、

二

つ

の

理

由

が

あ

る

。

一

つ

は

、
「

正

信

偈

」

で

述

べ

ら

れ

る

「

信

楽

受

持

甚

以

難

」

が

『

無

量

寿

経

』
「

往

覲

偈

」

の

「

難

以

信

此

法

」

に

対

応

し

て

お

り

「

難

信

」

が

関

係

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
「

信

楽

受

持

甚

以

難

」

の

意

味

を

そ

の

ま

ま

考

え

れ

ば

、

邪

見

と

憍

慢

の

人

は

信

心

を

得

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

肯

定

的

に

と

ら

え

る

こ

と

は

で

き

な

い

よ

う

に

思

え

る

。

二

つ

は

、

親

鸞

以

前

や

親

鸞

の

文

献

の

い

た

る

と

こ

ろ

に

「

難

信

」

が

見

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

こ

で

「

難

信

」

に

つ

い

て

考

え

る

。 

 

第

一

項 

『

阿

弥

陀

経

』

か

ら

見

た

「

難

」

の

表

現 

ま

ず

、
『

阿

弥

陀

経

』

で

の

「

難

信

」

の

表

現

を

確

認

す

る

。
『

阿

弥

陀

経

』

で

は

流

通

分

の

前

で

「

難

信

」

に

つ

い

て

述

べ

ら

れ

る

。

具

体

的

に

は

「

為
ニ

二

諸
ノ

衆

生
ノ

一

説
タ

マ

ヘ

リ

ト

二

是
ノ

一

切

世

間

難

信

之

法
ヲ

一

」
三

六

と

釈

迦

が

悟

り

を

得

て

衆

生

の

た

め

に

「

一

切

世

間

難

信

之

法

」

を

明

ら

か

に

し

た

と

述

べ

ら

れ

る

。

衆

生

の

た

め

に

衆

生

が

信

じ

ら

れ

な

い

教

え

を

説

く

と

い

う

矛

盾

し
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た

表

現

が

述

べ

ら

れ

る

理

由

と

し

て

、
「

彼
ノ

諸

仏

等
モ

亦

称
二

説
テ

我
ガ

不

可

思

議
ノ

功

徳
ヲ

一

而

作
タ

マ

ハ

ク

二

是
ノ

言
ヲ

一

」
三

七

と

諸

仏

が

釈

迦

の

功

徳

を

褒

め

称

え

る

表

現

だ

か

ら

で

あ

る

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、
『

阿

弥

陀

経

』

で

は

釈

迦

の

功

徳

を

褒

め

た

た

め

る

表

現

と

し

て

「

難

信

」

が

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

 

第

二

項 

『

無

量

寿

経

』

か

ら

見

た

「

難

」

の

表

現 

次

に

、
『

無

量

寿

経

』

で

の

「

難

信

」

の

表

現

を

確

認

す

る

。
『

無

量

寿

経

』

で

は

「

難

信

」

に

つ

い

て

、
「

若
シ

人

無
ケ

レ

バ

二

善

本
一 

不
レ

得
レ

聞
コ

ト

ヲ

二

此
ノ

経
ヲ

一

 

清

浄
ニ

有
タ

モ

テ

ル

レ

戒
ヲ

者

乃
チ

獲
レ

聞
コ

ト

ヲ

二

正

法
ヲ

一

」
三

八

の

よ

う

に

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

文

か

ら

は

『

無

量

寿

経

』

に

説

か

れ

る

行

や

教

え

が

あ

ま

り

に

も

易

行

で

あ

る

か

ら

戒

を

守

れ

な

い

人

や

善

を

積

め

な

い

人

に

は

到

底

信

じ

ら

れ

な

い

教

え

で

あ

り

、

救

わ

れ

な

い

と

述

べ

、

造

悪

無

碍

の

よ

う

な

誤

回

を

招

か

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

だ

と

考

え

ら

れ

る

。
『

無

量

寿

経

』

で

は

他

に

も

「

難

」

の

表

現

が

多

用

さ

れ

る

流

通

分

で

は 

如

来
ノ

興

世
ニ

、

難
ク

レ

値
ヒ

難
シ

レ

見
マ

ミ

エ

。

諸

仏
ノ

経

道

、

難
ク

レ

得

難
シ

レ

聞
キ

。

菩

薩
ノ

勝

法

諸

波

羅

蜜

、

得
コ

ト

レ

聞
コ

ト

ヲ

亦

難
シ

。

遇
ヒ

二

善

知

識
ニ

一

、

聞
キ

レ

法
ヲ

能
ク

行
コ

ト

、

此
モ

亦

為
ス

レ

難
シ

ト

若
キ

ハ

下

聞
テ

二

斯
ノ

経
ヲ

一

信

楽
シ

受

持
ル

ガ

上

、

難
ノ

中

之

難
ニ

シ

テ

無
シ

二

過
タ

ル

レ

此
ニ

難
ハ

一

三

九

 

と

こ

の

世

で

仏

に

出

会

い

教

え

を

聞

く

こ

と

の

困

難

、

善

知

識

に

会

う

こ

と

の

困

難

を

乗

り

越

え

た

か

ら

こ

そ

「

應
ニ

當
シ

ト

二

信

順

シ

テ

如
ク

レ

法
ノ

修

行
ス

一

。

」
四

〇

と

こ

の

教

え

に

従

う

べ

き

だ

と

述

べ

ら

れ

る

。

ま

た

、

法

の

尊

高

性

や

稀

有

性

を

表

す

た

め

だ

と

考

え

ら

れ

る

。 
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第

三

項 

諸

師

の

理

解 

 

従

来

か

ら

「

難

信

」

は

法

の

尊

高

性

や

稀

有

性

を

表

す

た

め

の

表

現

と

し

て

使

わ

れ

て

き

た

。

実

際

に

、

親

鸞

は

「

信

巻

」

で

元

照

律

師

『

阿

弥

陀

経

義

疏

』

の

「

唯

取
レ

バ

二

決

誓

猛

信
ヲ

一

、

臨

終

悪

相
ナ

レ

ド

モ

、

十

念
ニ

往

生
ス

。

此
レ

乃
チ

具

縛
ノ

凡

愚

、

屠

沽
ノ

下

類

、

刹

那
ニ

超

越
ス

ル

成

佛

之

法
ナ

リ

。

可
キ

レ

謂
フ

二

世

間

甚

難

信
ト

一

也

。
」
四

一

と

「

具

縛
ノ

凡

愚

」

が

仏

に

な

る

こ

と

が

信

じ

ら

れ

な

い

か

ら

「

難

信

」

で

あ

る

と

い

う

文

を

引

用

し

て

い

る

。

ま

た

、

基

の

『

阿

弥

陀

経

疏

』

の

、 

説
ク

二

法

難
ヲ

一

中
ニ

、

良
ニ

以
テ

二

此
ノ

法
ヲ

一

轉
ジ

テ

レ

凡
ヲ

成
ス

コ

ト

レ

聖
ト

、

猶
ク

ナ

ル

ヲ

レ

反
カ

エ

ス

ガ

レ

掌
ヲ

乎
ヤ

。

大
ニ

為
コ

レ

容
ベ

キ

ガ

レ

易
ル

故
ニ

、

凡
ソ

浅
キ

衆

生
ハ

多
ク

生
ゼ

ム

二

疑

惑
ヲ

一

。

即
チ

『

大

本
ニ

』

云
ヘ

リ

二

易

往

而

无

人
ト

一

。

故
ニ

知
ヌ

難

信
ナ

リ

ト

矣

。

四

二 

と

説

か

れ

る

文

を

引

く

。

ど

ち

ら

の

文

も

凡

夫

が

即

座

に

仏

と

な

る

素

晴

ら

し

い

教

え

を

信

じ

る

こ

と

が

で

き

な

い

か

ら

経

に

「

難

信

」

と

言

わ

れ

る

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

、

こ

れ

ら

の

文

か

ら

は

法

の

尊

高

性

や

稀

有

性

を

表

す

表

現

だ

と

言

え

る

。 

 

第

二

節 

先

行

研

究 
 

第

一

項 

親

鸞

の

「

難

信

」 

次

に

、

親

鸞

に

お

け

る

「

難

信

」

の

使

用

と

そ

の

解

説

を

見

て

い

く

。

ま

ず

、

金

子

大

栄

の

「

真

言

と

解

釈

（

１

６

）
」

で

は 

難

信

と

い

う

こ

と

は

、

一

方

か

ら

言

え

ば

信

じ

ら

れ

な

い

と

い

う

疑

い

を

示

す

言

葉

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

ま

た

同

時

に

難
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信

と

い

う

こ

と

は

、

疑

い

も

ど

う

す

る

こ

と

も

で

き

な

い

、

疑

い

す

ら

も

信

に

溶

け

て

し

ま

う

。

信

に

溶

か

さ

れ

る

疑

い

と

い

う

も

の

が

あ

る

の

で

あ

ろ

う

。
四

三 

と

述

べ

、

ま

た

、
「

難

信

と

い

う

言

葉

は

、

非

常

に

深

い

信

を

表

す

場

合

に

も

用

い

る

こ

と

が

あ

る

の

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

う

か

。
」

四

四

と

述

べ

る

。

つ

ま

り

、
「

難

信

」

と

い

う

こ

と

は

信

心

を

得

た

あ

と

に

起

こ

る

事

態

で

あ

る

と

考

え

て

い

る

と

い

え

る

。 

 

次

に

、

秦

治

人

の

「

難

信

に

お

け

る

罪

悪

の

問

題

」

で

は

「

単

に

煩

悩

具

足

な

る

が

ゆ

え

に

難

信

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

な

く

、

本

願

の

道

理

に

遭

い

な

が

ら

、

罪

福

信

ず

る

心

が

働

く

と

き

、

か

え

っ

て

仏

智

疑

惑

の

心

が

起

こ

る

か

ら

で

あ

る

。
」
四

五

と

述

べ

、

ま

た

「

難

信

と

は

こ

の

よ

う

に

如

来

の

ま

こ

と

に

よ

っ

て

自

ら

の

分

別

に

よ

っ

て

罪

悪

を

選

ぶ

こ

と

で

も

あ

る

。
」
四

六

と

し

「

難

信

」

と

い

う

こ

と

を

第

十

九

願

、

第

二

十

願

に

描

か

れ

る

自

力

修

行

者

を

示

す

言

葉

と

し

て

と

ら

え

て

い

る

。 

次

に

、

嵩

満

也

の

「

親

鷺

に

お

け

る

「

難

信

」

と

「

難

獲

」
」

で

は

「

親

驚

は

難

獲

と

い

う

こ

と

を

そ

の

よ

う

な

法

の

問

題

と

し

て

で

は

な

く

信

心

の

自

覚

内

容

と

し

て

語

っ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
」
四

七

と

述

べ

、

ま

た 

信

心

の

自

覚

体

験

と

は

、

不

実

な

る

も

の

と

真

実

な

る

も

の

と

が

互

い

に

互

い

を

そ

の

成

立

根

拠

と

し

て

相

待

的

に

成

り

立

っ

て

い

る

こ

と

を

そ

の

内

容

と

し

て

い

る

。

従

っ

て

、

獲

信

の

問

題

は

難

獲

の

問

題

が

除

か

れ

た

と

こ

ろ

に

あ

る

の

で

は

な

く

、

む

し

ろ

難

獲

の

事

実

が

ど

こ

ま

で

も

知

ら

れ

る

と

こ

ろ

に

あ

る

の

で

あ

り

、

信

心

自

体

が

そ

の

難

獲

の

事

実

を

信

知

せ

し

め

そ

の

難

獲

の

自

覚

に

お

い

て

ま

た

信

心

の

世

界

が

展

々

相

成

と

し

て

開

か

れ

て

来

る

。
四

八 

と

述

べ

ら

れ

る

。 

こ

の

こ

と

か

ら

、
「

難

信

」

は

信

心

を

得

た

後

に

述

べ

ら

れ

る

も

の

と

、

自

力

行

者

の

人

な

ど

の

疑

い

を

示

す

、

二

つ

の

事

態

を
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表

す

言

葉

だ

と

考

え

ら

れ

る

。
「

信

楽

受

持

甚

以

難

」

も

信

心

を

得

た

後

に

述

べ

ら

れ

た

言

葉

と

理

解

す

る

と

、

親

鸞

の

自

己

内

省

と

捉

え

る

こ

と

も

可

能

だ

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

第

二

項 
善

導

の

「

難

信

」 

次

に

、

善

導

の

難

信

理

解

に

つ

い

て

考

え

る

。

な

ぜ

、

善

導

の

難

信

理

解

に

つ

い

て

考

え

る

の

か

。

こ

れ

に

つ

い

て

、

青

柳

英

司

の

「

善

導

の

『

大

経

』

観

」

で

は 

『

大

経

』

は

こ

れ

ら

の

箇

所

で

、

値

仏

・

聞

法

・

獲

信

等

の

困

難

性

を

説

く

の

だ

が

、

善

導

は

そ

こ

を

「

要

文

」

と

し

て

取

り

上

げ

る

の

で

あ

る

。

し

か

も

曇

鸞

・

道

綽

の

著

作

に

は

、

こ

の

よ

う

な

視

点

を

明

確

に

見

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

に

も

関

わ

ら

ず

善

導

は

、
「

初

夜

讃

」

だ

け

で

な

く

他

の

著

作

で

も

頻

繁

に

、
「

難

」

の

問

題

へ

言

及

す

る

の

で

あ

る

。

そ

の

た

め

こ

の

点

は

、

善

導

独

自

の

『

大

経

』

観

で

あ

る

と

言

っ

て

良

い

だ

ろ

う

。
四

九 

と

「

難

信

」

の

問

題

は

曇

鸞

・

道

綽

の

著

作

か

ら

見

ら

れ

ず

、

善

導

独

自

の

も

の

で

あ

る

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

親

鸞

は

善

導

の

影

響

を

受

け

て

「

難

信

」

を

と

ら

え

て

い

た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。
『

無

量

寿

経

』

で

述

べ

ら

れ

る

「

憍

慢
ト

弊
ト

懈

怠
ト

ハ 

難
シ

三

以
テ

信
コ

ト

二

此
ノ

法
ヲ

一

」
一

の

表

現

を

善

導

は

「

自
ラ

信
ジ

教
シ

エ

テ

レ

人
ヲ

信
ゼ

ン

バ 

難
ガ

中
ニ

轉
タ

更
ニ

難
シ

大

悲

傳
テ

普
ク

化
ル

眞
ニ

成
ル

レ

報
コ

ト

ヲ

二

佛

恩
ヲ

一

」
五

〇

と

表

現

し

て

い

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

青

柳

英

司

は

、 

名

号

を

聞

く

こ

と

は

所

与

の

も

の

で

あ

り

、

し

か

も

聞

い

た

か

ら

と

言

っ

て

必

ず

信

じ

ら

れ

る

も

の

で

も

な

い

。

こ

の

よ

う

な

二

重

の

困

難

を

突

破

し

た

と

こ

ろ

に

「

歓

喜

」

が

あ

り

、

ま

た

本

当

に

「

難

信

」

の

法

で

あ

っ

た

こ

と

が

自

覚

さ

れ

る

の

で

あ
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る

。 し

か

も

善

導

が

「

教

人

信

」

の

文

字

を

足

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

自

覚

は

個

人

の

内

面

に

留

ま

る

も

の

で

は

な

い

。

善

導

に

と

っ

て

「

難

信

」

を

自

覚

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

「

難

」

を

自

ら

の

課

題

と

す

る

者

に

な

る

と

い

う

、

能

動

的

内

容

を

持

つ

も

の

な

の

で

あ

ろ

う

。
五

一 

と

「

難

信

」

を

突

破

し

歓

喜

す

る

こ

と

で

本

当

の

「

難

信

」

が

明

ら

か

に

な

る

と

述

べ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

親

鸞

も

「

信

樂

受

持

甚

以

難

」

に

特

別

な

意

味

を

持

っ

て

い

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ま

た

、

青

柳

英

司

は 

善

導

は

、
『

大

経

』

で

「

難

」

と

い

う

言

葉

が

用

い

ら

れ

た

意

味

を

、

①

名

号

を

聞

信

し

た

こ

と

の

希

有

性

・

超

勝

性

を

開

示

す

る

た

め

。

②

「

難

」

を

自

覚

し

て

、
「

自

信

教

人

信

」

を

課

題

と

す

る

往

生

人

を

生

み

出

す

た

め

。

③

そ

れ

ら

全

て

が

「

弥

陀

智

願

海

」

の

は

た

ら

き

で

あ

る

と

讃

嘆

す

る

た

め

。
五

二 

と

「

難

」

と

い

う

こ

と

を

希

有

性

・

超

勝

性

以

外

に

も

「

難

」

を

自

覚

す

る

こ

と

と

ま

と

め

て

い

る

。 

 

第

三

節 

親

鸞

の

表

現

の

確

認 

 

親

鸞

は

、

経

典

や

七

祖

の

同

内

容

を

た

だ

繰

り

返

す

だ

け

の

和

讃

を

い

く

つ

か

残

し

て

い

る

。

こ

の

「

陀

仏

本

願

念

佛

 

邪

見

・

驕

慢

悪

衆

生 

信

樂

受

持

甚

以

難 

難

中

之

難

无

過

斯

」

も

そ

う

考

え

ら

れ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

し

か

し

、

善

導

か

ら

の

流

れ

や

先

行

研

究

を

考

え

る

と

親

鸞

に

と

っ

て

こ

の

文

は

特

別

な

意

味

が

あ

っ

た

と

私

は

考

え

る

。 
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第

一

項 

親

鸞

の

「

難

信

」

表

現 

 

次

に

、

親

鸞

の

「

難

信

」

と

い

う

単

語

が

実

際

に

ど

の

よ

う

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

か

を

考

え

る

。

ま

ず

、
『

教

行

信

証

』
「

総

序

」

で

は

「

故
ニ

知
ヌ

、

圓

融

至

徳
ノ

嘉

号
ハ

、

轉
ジ

テ

レ

悪
ヲ

成
ス

レ

徳
ヲ

正

智

、

難

信

金

剛
ノ

信

楽
ハ

、

除
キ

レ

疑
ヲ

獲
シ

ム

ル

レ

證
ヲ

眞

理

也

ト

。
」
五

三

と

述

べ

ら

れ

る

。

意

味

と

し

て

は

「

圓

融

至

徳

嘉

号

」

は

徳

が

円

満

し

た

名

号

に

よ

っ

て

悪

を

転

じ

て

徳

と

な

る

こ

と

が

述

べ

ら

れ

、

そ

れ

と

対

句

に

な

る

よ

う

に

「

難

信

金

剛

信

楽

」

が

述

べ

ら

れ

る

。

そ

の

ま

ま

の

意

味

を

考

え

る

と

、

信

じ

が

た

い

金

剛

の

信

心

と

な

る

。

こ

こ

で

親

鸞

は

、
「

圓

融

至

徳

嘉

号

」

と

対

の

存

在

と

し

て

「

難

信

」

を

述

べ

る

こ

と

か

ら

、

法

の

尊

高

性

を

表

す

も

の

と

し

て

使

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

ま

た

、

親

鸞

が

信

心

に

関

し

て

は

難

の

側

面

を

強

調

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 次

に

、
『

教

行

信

証

』

の

「

化

巻

」

で

は

「

言
フ

レ

彰
ト

者

彰
ス

二

眞

實

難

信

之

法
ヲ

一

。

斯

乃
チ

光
二

闡
シ

テ

不

可

思

議
ノ

願

海
ヲ

一

、

欲
ス

レ

令
メ

ム

ト

レ

帰
セ

二

无

礙
ノ

大

信

心

海
ニ

一

。
」
五

四

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

こ

で

は

『

阿

弥

陀

経

』

の

顕

彰

隠

密

の

彰

に

あ

た

る

部

分

と

し

て

真

実

難

信

の

法

が

述

べ

ら

れ

る

。

そ

し

て

、
「

不

可

思

議

の

願

海

」
「

无

礙

の

大

信

心

海

」

に

誘

引

す

る

た

め

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

こ

で

は

「

難

信

」

は

「

不

可

思

議

」

や

「

大

信

心

」

と

い

う

言

葉

と

強

い

関

係

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、
「

不

可

思

議

」

は

思

議

が

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

で

、
「

難

信

」

の

信

じ

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

い

う

表

現

と

類

似

し

て

い

る

と

言

え

る

。 

次

に

、
『

浄

土

文

類

聚

鈔

』

で

は

「

信
ニ

知
ヌ

无

上

妙

果
ノ

不
ズ

レ

難
キ

ニ

ハ

レ

成
ジ

、

眞

實
ノ

浄

信

實
ニ

難
シ

レ

得

。
」
五

五

と

述

べ

る

。

こ

こ

で

は

悟

り

を

開

く

こ

と

が

難

し

い

の

で

は

な

く

真

実

の

信

心

を

得

る

こ

と

が

難

し

い

と

述

べ

る

。

最

初

に

「

信

知

」

と

述

べ

て

い

る

こ

と

に

注

目

す

る

と

「

浄

信

實
ニ

難
シ

レ

得

」

と

い

う

こ

と

が

信

心

を

得

た

あ

と

の

姿

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

な

ぜ

「

難

信

」

と
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い

う

か

に

つ

い

て

は

三

つ

述

べ

ら

れ

る

。

一

つ

目

は

、
『

浄

土

文

類

聚

鈔

』

で 

然
ニ

具-

縛
ノ

群-

萌

、

穢-

濁
ノ

凡

愚

、

无
シ

二

清

浄
ノ

信

心
一

、

无
シ

二

真

実
ノ

信

心
一

。

是
ノ

故
ニ

真

実
ノ

功

徳

難
ク

レ

値
ヒ

、

清

浄

ノ

信

楽

難
二-

叵
シ

獲

得
シ

一

。
五

六 

と

親

鸞

自

身

が

不

実

な

存

在

を

知

っ

た

た

め

に

「

信

楽

難
二―

叵
シ

獲

得
シ

一

」

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

こ

で

は

、

機

の

深

信

と

し

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

二

つ

目

は

、
「

化

巻

」

で

「

大

信

心
ハ

希

有･

最

勝･

眞

妙･

清

浄
ナ

リ

。

何
ヲ

以
ノ

故
ニ

。

大

信

心

海

ハ

甚
ダ

以
テ

叵
シ

レ

入
リ

、

従
リ

二

佛

力
一

発

起
ス

ル

ガ

故
ニ

。
」
五

七

と

他

力

に

よ

る

が

ゆ

え

に

「

難

信

」

と

述

べ

ら

れ

る

。

こ

の

二

つ

か

ら

は

、
「

難

信

」

が

信

心

を

得

た

後

の

肯

定

的

な

表

現

と

し

て

使

わ

れ

て

い

る

。

最

後

に

、
『

浄

土

文

類

聚

鈔

』

で 

然
ル

ニ

薄

地
ノ

凡

夫

、

底

下
ノ

群

生

、

浄

信

叵
ク

レ

獲

、

極

果

叵
キ

レ

證
シ

也

。

何
ヲ

以
ノ

故
ニ

。

不
ル

ガ

レ

由
ラ

二

往

相
ノ

廻

向
ニ

一

故

ニ

、

由
ガ

レ

所
ラ

ル

、

ニ

三

纏
二

縛
セ

疑

網
ニ

一

故
ナ

リ

。
五

八 

と

往

相

回

向

に

よ

ら

な

い

が

ゆ

え

に

「

浄

信

叵
ク

レ

獲

」

と

述

べ

ら

れ

る

。
「

纏
二

縛
セ

疑

網
ニ

一

故
ナ

リ

」

は

自

力

の

心

・

疑

い

だ

と

理

解

す

る

と

「

難

信

」

が

否

定

的

な

表

現

と

し

て

も

使

わ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

こ

の

こ

と

か

ら

先

行

研

究

の

通

り

「

難

信

」

は

信

心

を

得

た

あ

と

に

起

こ

る

も

の

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

自

力

の

心

が

あ

る

が

ゆ

え

に

「

難

信

」

と

も

述

べ

ら

れ

る

も

の

だ

と

い

え

る

。 

 

第

二

項 

親

鸞

の

「

難

信

」

理

解 

親

鸞

の

「

難

信

」

の

表

現

を

確

認

し

た

。

親

鸞

は

信

心

を

得

た

後

の

姿

と

し

て

「

難

信

」

と

い

う

こ

と

を

捉

え

て

い

る

と

考

え

ら
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れ

る

。

祖

師

は

経

典

の

稀

有

性

を

表

現

す

る

た

め

や

、

浄

土

の

教

え

が

ほ

か

の

宗

派

よ

り

劣

っ

て

い

な

い

と

す

る

表

現

と

理

解

し

て

い

た

。

し

か

し

、

親

鸞

に

お

い

て

は

経

典

の

稀

有

性

を

表

現

す

る

だ

け

で

は

な

く

、

親

鸞

自

身

の

内

面

を

表

す

表

現

と

し

て

使

っ

て

い

た

よ

う

に

感

じ

ら

れ

る

。

そ

の

内

面

と

は

、

浄

土

や

念

仏

で

往

生

で

き

る

と

い

っ

た

『

大

経

』

の

教

え

を

信

じ

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

い

っ

た

煩

悩

具

足

の

自

身

を

知

っ

た

と

い

う

自

己

内

省

の

内

面

で

あ

る

。

そ

し

て

、

親

鸞

が

「

難

信

」

を

肯

定

的

に

受

け

取

り

使

用

し

た

の

は

「

難

信

」

と

い

う

言

葉

が

仏

語

（

経

典

）

と

合

致

し

て

い

た

こ

と

、

そ

れ

が

仏

説

の

正

し

さ

と

い

う

確

信

の

強

ま

り

を

与

え

仏

説

で

預

言

さ

れ

て

い

る

の

で

、

信

じ

ら

れ

な

い

こ

と

が

不

安

に

な

る

の

で

は

な

く

、

逆

に

安

心

感

を

与

え

る

と

親

鸞

は

受

け

取

っ

て

い

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。 

 

そ

れ

で

は

、
「

難

信

」

は

親

鸞

に

と

っ

て

自

力

の

心

・

疑

い

も

内

省

し

て

い

た

の

か

と

い

う

こ

と

が

問

題

に

な

る

。

第

一

章

で

は

「

邪

見

驕

慢

悪

衆

生

」

は

自

力

分

別

心

な

ど

を

表

す

表

現

だ

と

結

論

付

け

た

の

で

、

親

鸞

は

自

力

分

別

心

な

ど

の

疑

い

を

も

内

省

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

こ

で

他

の

正

信

偈

解

説

書

で

自

己

内

省

と

捉

え

る

著

者

た

ち

の

解

説

を

確

認

す

る

。 

ま

ず

、

自

己

内

省

と

捉

え

た

場

合

の

訳

に

つ

い

て

、

桐

渓

順

忍

の

『

正

信

偈

に

聞

く

』

で

は 

ま

た

こ

の

邪

見

驕

慢

を

、

信

心

な

き

も

の

と

見

な

い

で

、

軽

い

意

味

の

、

も

の

の

道

理

の

わ

か

ら

な

い

も

の

、

う

ぬ

ぼ

れ

て

慢

身

の

あ

る

も

の

と

い

う

解

釈

か

ら

、

煩

悩

の

こ

と

で

あ

る

と

見

れ

ば

「

自

分

の

よ

う

な

邪

見

驕

慢

の

悪

衆

生

が

、

如

来

の

本

願

念

仏

を

信

楽

受

持

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

と

い

う

こ

と

は

、

は

な

は

だ

有

難

い

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

有

り

難

い

に

も

有

り

難

い

に

も

、

こ

ん

な

有

り

難

い

こ

と

は

な

い

」

と

喜

ん

で

い

く

こ

と

を

お

示

し

に

な

っ

た

も

の

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

で

あ

り

ま

し

ょ

う

。
五

九 
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と

自

己

内

省

と

捉

え

る

場

合

、

邪

見

驕

慢

は

自

力

を

表

す

も

の

で

は

な

く

軽

い

意

味

の

煩

悩

と

捉

え

て

い

る

。

ま

た

、

蜂

屋

賢

喜

代

は

『

正

信

偈

講

話 

上

』

で 

わ

た

し

ど

も

凡

夫

は

邪

見

の

衆

生

で

あ

り

ま

す

。

正

し

き

道

理

を

知

る

智

慧

の

な

い

凡

夫

の

智

は

、

道

理

を

よ

こ

し

ま

に

見

る

の

で

あ

り

ま

す

。
（

中

略

）

善

も

悪

も

分

別

が

な

く

、

た

だ

貪

欲

瞋

恚

の

動

く

ま

ま

に

動

い

て

お

る

の

で

あ

り

ま

す

。
六

〇 

と

述

べ

、

同

様

に

こ

の

部

分

を

貪

欲

瞋

恚

の

よ

う

に

機

の

深

信

で

あ

る

と

解

釈

し

て

い

る

。

他

の

訳

に

お

い

て

も

同

様

に

煩

悩

を

反

省

す

る

文

と

し

て

理

解

し

て

い

る

。

し

か

し

、

私

は

こ

こ

で

は

親

鸞

に

と

っ

て

の

疑

い

で

あ

る

罪

福

心

や

自

力

分

別

心

を

表

す

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

つ

ま

り

、

こ

こ

で

述

べ

ら

れ

る

邪

見

驕

慢

は

罪

福

心

や

自

力

分

別

心

を

表

す

も

の

で

、

親

鸞

は

自

力

分

別

心

な

ど

の

疑

い

を

も

内

省

し

て

い

た

と

私

は

考

え

る

。

私

が

な

ぜ

そ

の

よ

う

に

考

え

る

の

か

は

次

節

の

三

願

転

入

で

述

べ

る

。 

 

第

四

節 

三

願

転

入 

ま

ず

三

願

転

入

と

は

、

親

鸞

の

入

信

過

程

を

誓

願

に

よ

っ

て

表

し

た

も

の

で

あ

る

。

方

便

の

願

と

さ

れ

る

第

十

九

願

（

諸

行

往

生

）
、

第

二

十

願

（

自

力

念

仏

往

生

）

を

経

て

、

真

実

の

願

で

あ

る

第

十

八

願

（

他

力

念

仏

往

生

）

へ

到

る

こ

と

を

い

う

。

こ

の

こ

と

を

『

教

行

信

証

』
「

化

巻

」

で

は

、 

是
ヲ

以
テ

愚

禿

釋
ノ

鸞

、

仰
ギ

二

論

主
ノ

解

義
ヲ

一

、

依
テ

二

宗

師
ノ

勧

化
ニ

一

、

久
シ

ク

出
テ

二

萬

行

諸

善

之

假

門
ヲ

一

、

永
ク

離
ナ

ル

二

雙

樹

林

下

之

往

生
ヲ

一

。

回
二

入
テ

善

本

徳

本
ノ

眞

門
ニ

一

、

偏
ニ

發
シ

キ

二

難

思

往

生

之

心
ヲ

一

。

然
ル

ニ

今

特
ニ

出
テ

二

方

便
ノ

眞

門

ヲ

一

轉
二

入
セ

リ

選

択
ノ

願

海
ニ

一

。

速
カ

ニ

離
シ

テ

二

難

思

往

生
ノ

心
ヲ

一

欲
フ

レ

遂
ゲ

ム

ト

二

難

思

議

往

生
ヲ

一

。

果

遂

之

誓

、

良
ニ

有
ル
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レ

由

哉

。
六

一 
と

第

十

九

願

、

第

二

十

願

、

第

十

八

願

の

流

れ

を

「

こ

こ

を

以

て

愚

禿

釈

の

鸞

」

や

「

然

る

に

今

、

特

に

方

便

の

真

門

を

出

で

て

」

と

い

う

文

章

か

ら

、

親

鸞

が

実

際

に

歩

ん

だ

道

で

あ

る

と

確

認

で

き

る

。 

 

第

一

項 

教

行

信

証

の

哲

学 

第

四

節

の

三

願

転

入

を

そ

の

ま

ま

考

え

れ

ば

、

第

二

十

願

の

行

者

が

持

つ

罪

福

心

や

自

力

分

別

心

を

完

全

に

離

れ

、

第

十

八

願

に

轉

入

し

た

と

解

釈

で

き

る

。

し

か

し

、

武

内

義

範

は

『

教

行

信

証

の

哲

学

』

で

は

、 

第

十

八

願

と

第

二

十

願

と

は

宗

教

的

精

神

の

本

質

的

な

自

覚

の

両

契

機

で

あ

る

か

ら

、

第

十

八

願

の

精

神

は

た

だ

一

度

第

二

十

願

か

ら

転

入

し

て

第

十

八

願

と

な

っ

て

し

ま

う

の

で

は

な

く

、

第

十

八

願

は

絶

え

ず

第

二

十

願

を

自

己

疎

外

に

よ

っ

て

成

立

せ

し

め

つ

つ

、

ま

た

さ

ら

に

そ

れ

を

消

滅

契

機

と

し

て

否

定

し

、

第

十

八

願

に

転

入

せ

し

め

続

け

ね

ば

な

ら

な

い

。
六

二 

と

第

十

八

願

に

一

度

入

れ

ば

そ

れ

っ

き

り

で

は

な

く

、

繰

り

返

し

第

二

十

願

へ

の

顚

落

を

経

験

し

第

十

八

願

へ

と

転

入

す

る

と

述

べ

る

。

ま

た

、 

歓

喜

は

二

次

的

な

も

の

に

す

ぎ

な

い

。

故

に

汝

と

の

直

接

的

な

合

致

の

も

た

ら

す

歓

喜

の

感

情

の

崩

れ

る

時

に

こ

そ

、

か

え

っ

て

信

仰

が

感

情

を

乗

り

越

え

て

、

純

粋

に

自

己

の

本

質

を

自

覚

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

す

な

わ

ち

そ

こ

で

宗

教

的

決

断

が

決

断

と

し

て

自

己

を

自

覚

す

る

と

き

は

、

決

断

が

反

復

す

る

こ

と

に

ほ

か

な

ら

な

い

。

反

復

さ

れ

え

な

い

決

断

は

、

い

ま

だ

真

実

の

決

断

で

は

な

い

。

念

々

不

断

の

念

仏

の

大

行

と

は

、

こ

の

決

断

の

反

復

の

具

体

的

な

る

姿

で

あ

る

。
六

三 
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と

宗

教

的

決

断

の

反

復

が

あ

っ

て

初

め

て

真

実

の

決

断

と

な

る

と

述

べ

る

。
「

歓

喜

の

感

情

の

崩

れ

る

時

」

と

い

う

の

は

『

歎

異

抄

』

第

九

章

の

弟

子

の

唯

円

が

、

念

仏

し

て

い

て

も

大

し

た

喜

び

も

な

い

し

、

往

生

し

た

い

と

い

う

気

持

ち

に

も

な

ら

な

い

と

言

う

疑

問

に

対

し

て

、 

親

鸞

も

こ

の

不

審

あ

り

つ

る

に

、

唯

圓

房

お

な

じ

こ

ゝ

ろ

に

て

あ

り

け

り

。
（

中

略

）

よ

ろ

こ

ぶ

べ

き

こ

ゝ

ろ

を

お

さ

へ

て

よ

ろ

こ

ば

せ

ざ

る

は

、

煩

悩

の

所

為

な

り

。

し

か

る

に

佛

か

ね

て

し

ろ

し

め

し

て

、

煩

悩

具

足

の

凡

夫

と

お

ほ

せ

ら

れ

た

る

こ

と

な

れ

ば

、

他

力

の

悲

願

は

か

く

の

ご

と

し

、

わ

れ

ら

が

た

め

な

り

け

り

と

し

ら

れ

て

、

い

よ

い

よ

た

の

も

し

く

お

ぼ

ゆ

る

な

り

。

六

四 

と

述

べ

ら

れ

る

文

で

あ

る

。

こ

の

感

情

を

乗

り

越

え

た

後

に

、

第

二

十

願

か

ら

第

十

八

願

へ

の

反

復

が

あ

る

と

述

べ

ら

れ

る

。

第

二

十

願

の

自

力

の

根

絶

し

が

た

さ

を

表

す

も

の

と

し

て

、
『

正

像

末

和

讃

』

の

「

愚

禿

悲

歎

述

懐

讃

」

で

は

、
「

浄

土

真

宗

に

帰

す

れ

ど

も 

真

実

の

心

は

あ

り

が

た

し 

虚

仮

不

実

の

わ

が

身

に

て 

清

浄

の

心

も

さ

ら

に

な

し

」
六

五

と

自

己

の

自

力

執

心

へ

の

悲

嘆

と

考

え

ら

れ

る

も

の

も

あ

る

。

ま

た

、

親

鸞

が

常

陸

国

に

向

か

う

途

上

、

上

野

国

の

佐

貫

の

地

で

、

苦

し

む

人

々

を

な

ん

と

か

救

い

た

い

と

思

い

浄

土

三

部

経

を

千

回

読

も

う

と

し

た

こ

と

や

、
『

恵

信

尼

消

息

』

で

は

風

邪

を

こ

じ

ら

せ

た

親

鸞

が

『

無

量

寿

経

』

を

絶

え

間

な

く

読

む

と

い

う

夢

を

見

た

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

実

際

に

『

恵

信

尼

消

息

』

で

は

、 

げ

に

げ

に

し

く

三

ぶ

き

や

う

を

せ

ん

ぶ

よ

み

て

、

す

ざ

う

り

や

く

の

た

め

に

と

て

、

よ

み

は

じ

め

て

あ

り

し

を

、

こ

れ

は

な

に

ご

と

ぞ

、
「

じ

ゝ

ん

け

う

人

し

ん

な

ん

ち

う

て

ん

き

や

う

な

む

」
（

礼

讃

）

と

て

、

み

づ

か

ら

信

じ

、

人

を

お

し

へ

て

信

ぜ

し

む

る

事

、

ま

こ

と

の

佛

お

ん

を

む

く

ゐ

た

て

ま

つ

る

も

の

と

信

じ

な

が

ら

、

み

や

う

が

う

の

ほ

か

に

は

な

に

ご

と

の

ふ

そ

く

に

て

、



コピー厳禁

24 

 

か

な

ら

ず

き

や

う

を

よ

ま

ん

と

す

る

や

と

思

か

へ

し

て

、

よ

ま

ざ

り

し

こ

と

の

、

さ

れ

ば

な

ほ

も

す

こ

し

の

こ

る

と

こ

ろ

の

あ

り

け

る

や

。

人

の

し

う

し

ん

、

じ

り

き

の

し

ん

は

、

よ

く

よ

く

し

り

よ

あ

る

べ

し

と

お

も

ひ

な

し

て

の

ち

は

、

き

や

う

よ

む

こ

と

は

と

ゞ

ま

り

ぬ

。
六

六 

と

述

べ

、

自

力

へ

の

執

心

が

な

く

な

っ

た

と

し

て

も

心

の

深

く

で

は

残

り

続

け

る

こ

と

を

表

し

、

反

省

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

自

力

へ

の

執

心

を

反

省

す

る

に

あ

た

り

「

自

信

教

人

信 

難

中

転

更

難

」

と

善

導

の

『

往

生

礼

讃

』

を

引

用

し

て

い

る

。

こ

の

部

分

は

、
『

無

量

寿

経

』

の

「

驕

慢

弊

懈

怠 

難

以

信

此

法

」

に

対

応

す

る

部

分

で

あ

る

。

そ

し

て

、

親

鸞

は

こ

の

部

分

を

「

正

信

偈

」

で

「

彌

陀

佛

本

願

念

佛 

邪

見

驕

慢

悪

衆

生 

信

樂

受

持

甚

以

難 

難

中

之

難

无

過

斯

」

と

述

べ

る

の

で

あ

る

。 

こ

の

こ

と

を

踏

ま

え

て

「

難

信

」

を

考

え

る

と

、

自

力

の

心

が

離

れ

が

た

く

深

い

も

の

で

あ

る

と

知

り

「

信

樂

受

持

甚

以

難

」

と

信

樂

を

受

け

て

保

つ

こ

と

は

不

可

能

だ

と

述

べ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ま

た

、
「

難

信

」

が

信

心

を

得

た

後

に

実

感

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

と

、

自

力

行

者

な

ど

の

疑

い

を

表

す

と

い

う

先

行

研

究

に

対

し

て

も

、

三

願

転

入

の

宗

教

的

決

断

の

反

復

と

い

う

こ

と

か

ら

複

合

的

に

理

解

で

き

る

。 

   

結

論 
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以

上

、

邪

見

驕

慢

と

「

難

信

」

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

一

章

の

邪

見

驕

慢

と

い

う

こ

と

か

ら

は

、

驕

慢

が

特

に

自

力

を

表

現

す

る

煩

悩

と

し

て

述

べ

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

二

章

の

「

難

信

」

と

い

う

こ

と

か

ら

は

、

自

力

執

心

が

離

れ

が

た

い

も

の

で

あ

る

こ

と

を

内

省

し

た

こ

と

を

三

願

転

入

の

考

え

方

か

ら

明

ら

か

に

し

た

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、
「

邪

見

驕

慢

悪

衆

生 

信

樂

受

持

甚

以

難 
難

中

之

難

无

過

斯

」

は

親

鸞

の

自

己

内

省

と

も

自

力

行

者

に

対

し

て

の

戒

め

の

言

葉

と

し

て

も

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

え

る

。

親

鸞

の

自

己

内

省

と

捉

え

る

場

合

、

た

だ

煩

悩

具

足

の

身

で

あ

る

こ

と

を

内

省

し

「

信

樂

受

持

甚

以

難

」

と

述

べ

ら

れ

た

の

で

は

な

く

、

自

力

の

心

が

離

れ

が

た

く

深

い

も

の

で

あ

る

と

知

り

「

難

中

之

難

无

過

斯

」

と

述

べ

た

と

考

え

る

べ

き

だ

と

言

え

る

。

そ

の

う

え

で

「

正

信

偈

」

の

訳

は

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

、

自

力

行

者

に

対

し

て

の

戒

め

の

言

葉

で

は

な

く

親

鸞

の

自

己

内

省

の

言

葉

と

し

て

の

意

味

合

い

が

強

か

っ

た

と

私

は

考

え

る

。

文

脈

的

に

考

え

れ

ば

自

力

行

者

に

対

し

て

信

心

を

得

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

い

わ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

が

、

三

願

転

入

や

『

恵

信

尼

消

息

』

の

文

か

ら

親

鸞

は

『

無

量

寿

経

』

の

こ

の

部

分

を

発

展

的

に

解

釈

し

て

い

た

と

私

は

考

え

る

。 
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鸞
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鸞

教
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四

八

号
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一

九

八

六

年 
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四

四

頁 

四

四 

金

子
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栄
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真

言

と

解

釈(

１

６)
―

廻

向

と

難

信―

」
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親

鸞

教

学

』

四

八

号

、

一

九

八

六

年 
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四

四

頁 
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四

五 

秦

治

人

「

難

信

に

お

け

る

罪

悪

の

問

題

」
『

大

谷

学

報

』

五

八

巻

二

号
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九

七

八

年 
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秦

治
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難

信

に

お

け
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罪

悪

の

問
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大

谷

学
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五

八

巻
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号
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四
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け
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四
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親

鷺

に

お

け
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と
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難

獲
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研
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六

巻

二
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善
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経
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」
『

現

代
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親

鸞

』

三

四
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頁 

五

三 

『

浄

土
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宗

聖

典

全

書
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二

）
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頁 

五

四 
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浄

土

真

宗
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二

）
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九

頁 

五

五 

『

浄

土

真

宗
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典

全

書
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二

）
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六
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六

四

頁 

五

六 

『

浄

土

真

宗
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典

全

書

（

二

）
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二

七
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二

七
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頁 

五

七 

『

浄

土

真

宗

聖

典

全

書

（

二

）
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二

〇

〇

頁 

五

八 

『

浄

土

真

宗

聖

典

全

書

（

二

）
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六

三

頁 

五

九 

桐

渓

順

忍
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正

信

偈

に

聞

く
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教

育

新

潮

社

、

一

九

九

九

年 

七

四

頁 

六

〇 

蜂

屋

賢

喜

代

『

新

装

版

正

信

偈

講

話

上
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法

蔵

館

、

二

〇

一

八

年 

二

三

三

頁 

六

一 

『

浄

土

真

宗

聖

典

全

書

（

二

）
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二

一

〇

頁 

六

二 

武

内

義

範

『
〈

新

装

版

〉

教

行

信

証

の

哲

学
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法

蔵

館

、

二

〇

〇

二

年 

五

六
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六

三 

武

内

義

範

『
〈

新

装

版

〉

教

行

信

証

の

哲

学

』

法

蔵

館

、

二

〇

〇

二

年 

一

三

五

頁 

六

四 
『

浄

土

真

宗

聖

典

全

書

（

二

）
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〇

五

八

頁 

六

五 
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土
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宗
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典
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）
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六 
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土
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宗
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書
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一
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六
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参
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文

献
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資
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セ
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タ
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、
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タ
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書
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典
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潮
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一

九

九

九

年 

武

内

義

範

『
〈

新

装

版

〉

教

行

信

証

の

哲

学

』

法

蔵

館

、

二

〇

〇

二

年 

仲

野

良

俊

『

正

信

偈

念

仏

偈

講

義

Ⅰ

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

一

年 

蜂

屋

賢

喜

代

『

新

装

版

正

信

偈

講

話

上

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

八

年 

藤

場

俊

基

『

親

鸞

の

教

行

信

証

を

読

み

解

く

Ⅳ

化

身

土

巻

（

前

）

以

て

非

な

る

「

仏

教

」―

願

わ

れ

て

在

る

逸

脱

』

明

石

書 

店

、

二

〇

〇

〇

年 

藤

田

正

勝

『

親

鸞

そ

の

人

間

・

信

仰

の

魅

力

』

法

藏

館

、

二

〇

二

一

年 

古

田

和

弘

『

親

鸞

の

「

い

の

ち

の

歌

」

正

信

偈

入

門

』

東

本

願

寺

出

版

、

二

〇

二

一

年 

村

上

速

水

『

正

信

念

仏

偈

讃

述

』

永

田

文

昌

堂

、

一

九

八

五

年 
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渡

邉

顯

正

『

正

信

念

仏

偈

講

述

』

永

田

文

昌

堂

、

一

九

九

五

年 

論

文 
青

柳

英

司

「

善

導

の

『

大

経

』

観―

親

鸞

へ

の

思

想

的

展

開

を

踏

ま

え

て―

」
『

現

代

と

親

鸞

』

三

四

号

、

二

〇

一

六

年 

金

子

大

栄

「

真

言

と

解

釈(

１

６)
―

廻

向

と

難

信―

」
『

親

鸞

教

学

』

四

八

号

、

一

九

八

六

年 

嵩

満

也

「

親

鷺

に

お

け

る

「

難

信

」

と

「

難

獲

」
」
『

印

度

学

仏

教

学

研

究

』

三

六

巻

二

号

、

一

九

八

八

年 

秦

治

人

「

難

信

に

お

け

る

罪

悪

の

問

題

」
『

大

谷

学

報

』

五

八

巻

二

号

、

一

九

七

八

年 

名

和

達

宣

「
「

三

願

転

入

」

論

の

波

紋―

曽

我

量

深

か

ら

京

都

哲

学

派

、

現

代

へ―

」
『

近

現

代

『

教

行

信

証

』

研

究

検

証

プ

ロ 

ジ

ェ

ク

ト

研

究

紀

要

』

二

号

、

二

〇

一

九

年 




